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(57)【要約】
【課題】壁開口部に対して開口枠を好適に設置すること
ができる壁構造を提供する。
【解決手段】建物１０は、吹抜空間１７と二階居室１４
とを仕切る間仕切壁部２１を有している。間仕切壁部２
１には屋内窓部２２が設けられており、屋内窓部２２に
は、サッシ枠３１及び窓枠３２が設けられている。間仕
切壁部２１は、壁下地とその壁下地を挟んで対向する第
１壁面材及び第２壁面材を有しており、第１壁面材は吹
抜空間１７側に配置され、第２壁面材３７は二階居室１
４側に配置されている。窓枠３２は、縦枠部３２ａ、上
枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃを有しており、それら枠部
３２ａ～３２ｃは、屋内窓部２２において第２壁面材の
端面に沿って延びている枠部本体６５と、第２壁面材と
壁下地との間に入り込んでいる入り込み部６６とを有し
ている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁下地を挟んで対向する一対の壁面材として第１壁面材及び第２壁面材とを有している
壁部に、壁開口部が設けられている建物の壁構造であって、
　前記壁開口部には、前記第１壁面材に連結されたサッシ枠と、前記第２壁面材に連結さ
れた開口枠とが設けられており、
　前記サッシ枠及び前記開口枠は、前記第１壁面材と前記第２壁面材との並び方向に沿っ
て並べられており、
　前記開口枠は、壁高さ方向に延びている縦枠部及び壁幅方向に延びている横枠部のそれ
ぞれを枠形成部として有しており、
　前記枠形成部は、
　前記第２壁面材の端面に沿って延びている枠部本体と、
　前記枠部本体から前記開口枠の外周側に向けて延び、且つ前記第２壁面材と前記サッシ
枠との間に入り込んでいる入り込み部と、
を有しており、
　前記入り込み部は、前記第２壁面材の裏面に重ねられている重ね面を有し、前記第２壁
面材と前記サッシ枠との間に挟まれた状態になっていることを特徴とする建物の壁構造。
【請求項２】
　前記壁下地は、前記サッシ枠と前記第２壁面材との間に設けられた下地面材を有してお
り、
　前記枠形成部の前記入り込み部と前記下地面材とは、前記第２壁面材の裏面に沿って並
べられた状態で、互いに連結されていることを特徴とする請求項１に記載の建物の壁構造
。
【請求項３】
　前記サッシ枠には、サッシ戸が開閉可能に取り付けられており、
　前記サッシ枠は、
　前記サッシ戸の外周面に対向している対向部と、
　前記サッシ戸よりも前記第２壁面材側において、前記対向部から当該サッシ枠の内周側
に向けて前記第２壁面材の裏面に沿って延びている延出部と、
を有しており、
　前記延出部と前記第２壁面材との間には、前記入り込み部及び前記下地面材が挟まれた
状態になっていることを特徴とする請求項２に記載の建物の壁構造。
【請求項４】
　前記壁下地は、前記第１壁面材及び前記第２壁面材のうち少なくとも一方が取り付けら
れている複数のフレーム材を有しており、
　前記複数のフレーム材には、前記壁開口部に沿って延び且つ前記サッシ枠が固定されて
いる開口沿いフレーム材が含まれており、
　前記下地面材は、前記開口沿いフレーム材に固定されていることを特徴とする請求項２
又は３に記載の建物の壁構造。
【請求項５】
　前記下地面材は、前記第２壁面材と前記開口沿いフレーム材との間に設けられているこ
とを特徴とする請求項４に記載の建物の壁構造。
【請求項６】
　前記縦枠部と前記横枠部とは互いに接合されており、その接合部分においては、それぞ
れの前記枠部本体同士が接合されているとともに、それぞれの前記入り込み部同士が接合
されていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の建物の壁構造。
【請求項７】
　前記開口枠においては、前記縦枠部及び前記横枠部のうち一方が、その端面が他方の側
面に重ねられた勝ち枠部であり、他方が負け枠部であり、
　前記勝ち枠部においては、当該勝ち枠部の前記入り込み部が前記負け枠部の前記枠部本
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体よりも前記開口枠の外側に向けて延びている一方で、当該勝ち枠部の前記枠部本体が前
記負け枠部の前記枠部本体よりも前記開口枠の外側には突出していないことを特徴とする
請求項６に記載の建物の壁構造。
【請求項８】
　前記サッシ枠は、
　前記第１壁面材と前記第２壁面材との間に入り込んでいるサッシ本体と、
　前記サッシ本体から前記第２壁面材とは反対側に向けて延び、当該サッシ枠の内周側か
ら前記第１壁面材の端部に引っ掛けられている第１引掛部と、
　前記サッシ本体から前記第１壁面材とは反対側に向けて延び、当該サッシ枠の内周側か
ら前記開口枠に引っ掛けられている第２引掛部と、
を有しており、
　前記壁部は、前記建物内に設けられ、前記サッシ本体及び前記壁下地が前記第１壁面材
と前記第２壁面材との間に挟まれた状態になっている間仕切壁部であることを特徴とする
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の建物の壁構造。
【請求項９】
　上下に隣り合う上階部及び下階部と、
　前記上階部と前記下階部とに跨って設けられている吹抜空間と、
を備えている建物に適用され、
　前記壁開口部は、前記間仕切壁部における前記上階部の居住空間と前記吹抜空間とを仕
切っている部分に設けられており、
　前記間仕切壁部においては、前記第１壁面材が前記吹抜空間側に配置され、前記第２壁
面材が前記上階部の前記居住空間側に配置されていることを特徴とする請求項８に記載の
建物の壁構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の壁構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等の建物において、外壁等の壁部は、壁下地とその壁下地を挟んで設けられた一対
の壁面材とを有している。ここで、壁部に窓部等の壁開口部が形成されている場合、その
壁開口部にサッシ枠と開口枠とが壁厚み方向に並べて設けられている構成がある（例えば
特許文献１参照）。この構成では、サッシ枠及び開口枠は壁下地に固定されており、開口
枠の外周面が、壁開口部において壁下地の内周面や壁面材の内周面（端面）に対向してい
る。また、開口枠は、上下方向に延びている一対の縦枠部と、それら縦枠部を連結する横
枠部とを有しており、これら縦枠部や横枠部は、それぞれ壁下地の内周面や壁面材の端面
に沿って延びている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２３２８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、壁開口部において、開口枠の縦枠部や横枠部が壁下地の内周面や壁面材
の端面に沿って延びている場合、それら縦枠部や横枠部を壁下地の内周面や壁面材の端面
に当接させただけでは、縦枠部や横枠部が壁厚み方向において傾くことが懸念される。こ
の要因としては、壁厚み方向において縦枠部や横枠部が壁下地や壁面材に当接する部分の
厚み寸法が小さいことや、壁下地の内周面や壁面材の端面自体が傾いていたり平坦面でな
かったりすることなどが挙げられる。
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【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、壁開口部に対して開口枠を好適に設
置することができる壁構造を提供することを主たる目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、上記課題を解決するのに有効な手段等につき、必要に応じて作用、効果等を示し
つつ説明する。
【０００７】
　第１の発明の建物の壁構造は、壁下地を挟んで対向する一対の壁面材として第１壁面材
及び第２壁面材とを有している壁部に、壁開口部が設けられている建物の壁構造であって
、前記壁開口部には、前記第１壁面材に連結されたサッシ枠と、前記第２壁面材に連結さ
れた開口枠とが設けられており、前記サッシ枠及び前記開口枠は、前記第１壁面材と前記
第２壁面材との並び方向に沿って並べられており、前記開口枠は、壁高さ方向に延びてい
る縦枠部及び壁幅方向に延びている横枠部の少なくとも一方を枠形成部として有しており
、前記枠形成部は、前記第２壁面材の端面に沿って延びている枠部本体と、前記枠部本体
から前記開口枠の外周側に向けて延び、且つ前記第２壁面材と前記サッシ枠との間に入り
込んでいる入り込み部と、を有しており、前記入り込み部は、前記第２壁面材の裏面に重
ねられている重ね面を有し、前記第２壁面材と前記サッシ枠との間に挟まれた状態になっ
ていることを特徴とする。
【０００８】
　第１の発明によれば、開口枠において縦枠部や横枠部といった枠形成部が、第２壁面材
の裏面に重ねられている入り込み分を有しているため、壁厚み方向における枠形成部の枠
部本体の設置角度を、壁下地材の内周面や第２壁面材の端面などに依存することなく、垂
直方向に延びている第２壁面材の裏面により設定することができる。このため、枠部本体
と入り込み部とが直交していれば、開口枠における枠部本体の内周側の面が壁厚み方向に
おいて傾くということを抑制できる。また、この場合、開口枠において第２壁面材側に露
出する部分（枠部本体）の厚み寸法を小さくして開口枠が目立ちにくくしても、入り込み
部により枠形成部の強度を確保することができる。以上により、壁開口部に対して開口枠
を好適に設置することができる。
【０００９】
　第２の発明では、第１の発明において、前記壁下地は、前記サッシ枠と前記第２壁面材
との間に設けられた下地面材を有しており、前記枠形成部の前記入り込み部と前記下地面
材とは、前記第２壁面材の裏面に沿って並べられた状態で、互いに連結されている。
【００１０】
　サッシ枠と第２壁面材との間に開口枠の入り込み部が入り込んでいる構成においては、
第２壁面材のうち壁厚み方向においてサッシ枠に重なっている部分が、壁下地に適正に固
定できないことが懸念される。これに対して、第２の発明によれば、サッシ枠と第２壁面
材との間に下地面材が設けられているため、サッシ枠と第２壁面材との間に開口枠の一部
が入り込んでいる構成であっても、壁厚み方向においてサッシ枠に重なる位置において第
２壁面材を適正に固定することができる。しかも、枠形成部の入り込み部と下地面材とが
連結されているため、その入り込み部を第２壁面材の下地として利用することができる。
【００１１】
　第３の発明では、第２の発明において、前記サッシ枠には、サッシ戸が開閉可能に取り
付けられており、前記サッシ枠は、前記サッシ戸の外周面に対向している対向部と、前記
サッシ戸よりも前記第２壁面材側において、前記対向部から当該サッシ枠の内周側に向け
て前記第２壁面材の裏面に沿って延びている延出部と、を有しており、前記延出部と前記
第２壁面材との間には、前記入り込み部及び前記下地面材が挟まれた状態になっている。
【００１２】
　第３の発明によれば、サッシ枠においては、延出部が第２壁面材側から対向部を覆い隠
した状態になることで、第２壁面材側の空間からはサッシ枠のレール部やサッシ戸の戸枠
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が見えにくくなり、壁開口部についての意匠性を高めることができる。ここで、サッシ枠
が延出部を有していると、壁厚み方向においてサッシ枠に重なる領域が大きくなり、その
領域において第２壁面材が固定されていない状態になることが懸念される。これに対して
、延出部と第２壁面材との間には、開口枠の入り込み部及び下地面材が設けられているた
め、第２壁面材を入り込み部や下地面材に適正な状態で固定することができる。
【００１３】
　第４の発明では、第２又は３の発明において、前記壁下地は、前記第１壁面材及び前記
第２壁面材のうち少なくとも一方が取り付けられている複数のフレーム材を有しており、
前記複数のフレーム材には、前記壁開口部に沿って延び且つ前記サッシ枠が固定されてい
る開口沿いフレーム材が含まれており、前記下地面材は、前記開口沿いフレーム材に固定
されている。
【００１４】
　第４の発明によれば、下地面材とサッシ枠とが開口沿いフレーム材を介して連結されて
いるため、下地面材がサッシ枠に対して位置ずれするということを回避できる。しかも、
第２の発明において、下地面材と開口枠の入り込み部とが固定されているため、開口枠の
枠形成部をサッシ枠に対して直接的に固定していなくても、枠形成部がサッシ枠に対して
位置ずれするということを回避できる。
【００１５】
　なお、第４の発明を第３の発明に適用し、延出部が延びている方向において、その延出
部がサッシ戸と壁厚み方向に重なっている（オーバーラップしている）構成では、そのオ
ーバーラップ部分に沿って下地面材が設けられていることが好ましい。これにより、枠形
成部の入り込み部とフレーム材との離間距離が、オーバーラップ部分がない構成に比べて
大きくても、入り込み部とフレーム材とを下地面材を介して固定することができる。
【００１６】
　第５の発明では、第４の発明において、前記下地面材は、前記第２壁面材と前記開口沿
いフレーム材との間に設けられている。
【００１７】
　第５の発明によれば、下地面材を、その板面を開口沿いフレーム材に重ねた状態で固定
することができる。このため、開口沿いフレーム材に対する開口枠の固定強度を高めるこ
とができる。
【００１８】
　第６の発明では、第１乃至第５のいずれかの発明において、前記縦枠部と前記横枠部と
は互いに接合されており、その接合部分においては、それぞれの前記枠部本体同士が接合
接続されているとともに、それぞれの前記入り込み部同士が接合されている。
【００１９】
　第６の発明によれば、縦枠部と横枠部との接合部分において、枠部本体同士及び入り込
み部同士の両方が接合されているため、枠部本体及び入り込み部のうち一方同士だけが接
合されている構成に比べて、縦枠部と横枠部との接合強度を高めることができる。このた
め、枠部本体の厚み寸法を小さくして開口枠が目立ちにくい構成を実現した場合でも、開
口枠の強度が低下することを抑制できる。
【００２０】
　第７の発明では、第６の発明において、前記開口枠においては、前記縦枠部及び前記横
枠部のうち一方が、その端面が他方の側面に重ねられた勝ち枠部であり、他方が負け枠部
であり、前記勝ち枠部においては、当該勝ち枠部の前記入り込み部が前記負け枠部の前記
枠部本体よりも前記開口枠の外側に向けて延びている一方で、当該勝ち枠部の前記枠部本
体が前記負け枠部の前記枠部本体よりも前記開口枠の外側には突出していない。
【００２１】
　第７の発明によれば、枠形成部が枠部本体及び入り込み部の両方を有している構成であ
っても、縦枠部と横枠部との接合部分において、第２壁面材側への開口枠の露出部分（枠
部本体）を矩形状にすることができる。このため、開口枠の意匠性が低下することを抑制
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できる。しかも、縦枠部及び横枠部のうち一方の入り込み部の側面に他方の入り込み部の
端面が重ねられた状態で、縦枠部の入り込み部と横枠部の入り込み部とを接合することが
できるため、縦枠部と横枠部との接合強度が低下することを抑制できる。
【００２２】
　第８の発明では、第１乃至第７のいずれかの発明において、前記サッシ枠は、前記第１
壁面材と前記第２壁面材との間に入り込んでいるサッシ本体と、前記サッシ本体から前記
第２壁面材とは反対側に向けて延び、当該サッシ枠の内周側から前記第１壁面材の端部に
引っ掛けられている第１引掛部と、前記サッシ本体から前記第１壁面材とは反対側に向け
て延び、当該サッシ枠の内周側から前記開口枠に引っ掛けられている第２引掛部と、を有
しており、前記壁部は、前記建物内に設けられ、前記サッシ本体及び前記壁下地が前記第
１壁面材と前記第２壁面材との間に挟まれた状態になっている間仕切壁部である。
【００２３】
　第８の発明によれば、間仕切壁部の壁開口部に対してサッシ枠及び開口枠が設けられ、
しかも、サッシ本体が第１壁面材と第２壁面材とに挟まれた状態になっているため、壁厚
み方向における開口枠の厚み寸法は、壁部が外壁部である場合に比べて小さくなっている
。この場合、開口枠の枠形成部は壁厚み方向において傾きやすいが、枠形成部の入り込み
部が第２壁面材の裏面に重ねられているため、枠形成部を適正な状態で設置することがで
きる。
【００２４】
　第９の発明では、第８の発明において、上下に隣り合う上階部及び下階部と、前記上階
部と前記下階部とに跨って設けられている吹抜空間と、を備えている建物に適用され、前
記壁開口部は、前記間仕切壁部における前記上階部の居住空間と前記吹抜空間とを仕切っ
ている部分に設けられており、前記間仕切壁部においては、前記第１壁面材が前記吹抜空
間側に配置され、前記第２壁面材が前記上階部の前記居住空間側に配置されている。
【００２５】
　壁開口部にサッシ枠が設けられている場合、屋内空間においてはサッシ枠の手前側に開
口枠が設けられていることが好ましい。ここで、間仕切壁部の壁開口部にサッシ枠が設け
られている場合は、間仕切壁部により仕切られた空間が両方とも居住空間であるため、本
来であれば、壁厚み方向においてサッシ枠の両側に開口枠が設けられていることが好まし
いが、間仕切壁部により吹抜空間と上階部の居住空間とが仕切られている構成では、第９
の発明のように、サッシ枠の居住空間側に開口枠が設けられていることで、サッシ枠の吹
抜空間側に開口枠が設けられていなくても、壁開口部に関して意匠性についても使い勝手
についても支障がない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】屋内窓部を示す図、（ａ）建物の概略構成を示す縦断面図、（ｂ）屋内窓部を二
階居室から見た場合の正面図
【図２】図１（ｂ）のＡ－Ａ線断面図
【図３】図１（ｂ）のＢ－Ｂ線断面図
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明を具体化した一実施形態について図面を参照しつつ説明する。本実施形態
では、本発明の壁構造を、複数階建ての建物に設けられた間仕切壁において具体化してい
る。図１は屋内窓部２２を示す図である。図１において、（ａ）は建物１０の概略構成を
示す縦断面図であり、（ｂ）は屋内窓部２２を二階居室１４から見た場合の正面図である
。
【００２８】
　図１（ａ）に示すように、住宅等の建物１０は、基礎の上に設けられた一階部分１１と
、一階部分１１の上に設けられた二階部分１２とを有している。一階部分１１と二階部分
１２とは上下に隣り合っており、一階部分１１が下階部に相当し、二階部分１２が上階部
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に相当する。一階部分１１及び二階部分１２は、居住空間としてそれぞれ一階居室１３及
び二階居室１４を有している。建物１０は、一階部分１１と二階部分１２との境界部に設
けられた階間部１６を有しており、この階間部１６は、一階居室１３と二階居室１４とを
上下に仕切っている。なお、階間部１６には、一階居室１３の天井部及び二階居室１４の
床部１５の両方が含まれている。
【００２９】
　建物１０は、上下方向において一階部分１１と二階部分１２とに跨っている吹抜空間１
７を有している。一階部分１１と二階部分１２との境界部には、階間部１６が設置されて
いない非設置部分が形成されており、吹抜空間１７は、その非設置部分を通じて一階部分
１１から二階部分１２に吹き抜けている。なお、一階居室１３、二階居室１４及び吹抜空
間１７はいずれも建物内空間に含まれている。
【００３０】
　建物１０は、吹抜空間１７と居室１３，１４とを仕切る間仕切壁部２１を有している。
間仕切壁部２１は、建物１０内に設けられた壁部であり、吹抜空間１７を一階居室１３及
び二階居室１４に対して区画している。間仕切壁部２１は、吹抜空間１７に沿って上下方
向に延びており、一階部分１１と二階部分１２との境界部を上下に跨いでいる。
【００３１】
　間仕切壁部２１においては、吹抜空間１７と二階居室１４とを仕切る部分に屋内窓部２
２が設けられている。屋内窓部２２は、間仕切壁部２１に形成された壁開口部であり、吹
抜空間１７と二階居室１４とを連通している。二階居室１４においては、その天井面が二
階天井部２３の下面により形成され、床面が階間部１６の上面により形成されており、屋
内窓部２２は、上下方向において二階天井部２３と階間部１６との中間位置に設けられて
いる。この場合、屋内窓部２２は、二階天井部２３から下方に離間しており、階間部１６
から上方に離間している。
【００３２】
　図１（ａ），（ｂ）に示すように、屋内窓部２２には、吹抜空間１７側に配置された吹
抜側枠としてのサッシ枠３１と、二階居室１４側に配置された居室側枠としての窓枠３２
とが設けられている。サッシ枠３１及び窓枠３２は、いずれも矩形枠状に形成されており
、壁厚み方向に並べて配置されている。サッシ枠３１及び窓枠３２は、上下方向（壁高さ
方向）に延びている一対の縦枠部３１ａ，３２ａと、各縦枠部３１ａ，３２ａの上端部同
士を連結する上枠部３１ｂ，３２ｂと、下端部同士を連結する下枠部３１ｃ，３２ｃとを
有している。
【００３３】
　なお、窓枠３２は開口枠に相当する。また、窓枠３２においては、上枠部３２ｂ及び下
枠部３２ｃが壁幅方向に延びている横枠部に相当し、縦枠部３２ａ、上枠部３２ｂ及び下
枠部３２ｃが枠形成部に相当する。
【００３４】
　サッシ枠３１には、サッシ戸３３が開閉可能に取り付けられている。サッシ戸３３は、
引き違い式で複数設けられており、それらサッシ戸３３は、壁幅方向に沿ってスライド移
動することが可能なガラス戸になっている。サッシ戸３３は、矩形状の戸枠３３ａと、そ
の戸枠３３ａに嵌め込まれたガラス板３３ｂとを有している。ガラス板３３ｂは矩形状に
形成されており、戸枠３３ａはガラス板３３ｂの周縁部に沿って延びている。
【００３５】
　次に、窓枠３２の構成について図２、図３を参照しつつ説明する。図２は、図１（ｂ）
のＡ－Ａ線断面図、図３は、図１（ｂ）のＢ－Ｂ線断面図である。
【００３６】
　図２、図３に示すように、間仕切壁部２１は、柱や天井大梁、床大梁等の建物躯体に固
定された壁下地３５と、壁下地３５を挟んで対向する一対の壁面材３６，３７とを有して
いる。壁下地３５は、一対の壁面材３６，３７に挟まれた状態で、それら壁面材３６，３
７の間の空間に沿って延びている。



(8) JP 2014-196617 A 2014.10.16

10

20

30

40

50

【００３７】
　壁下地３５は、屋内窓部２２に沿って延びている開口沿いフレーム材としてのフレーム
材４１～４３を有している。フレーム材４１～４３のうち、屋内窓部２２の側方に設けら
れた側方フレーム材４１は、上下方向に沿って延びている縦フレーム材であり、サッシ枠
３１の縦枠部３１ａに沿って延びている。側方フレーム材４１は、屋内窓部２２の両側方
のそれぞれに設けられており、屋内窓部２２は、一対の側方フレーム材４１の間に配置さ
れていることになる。
【００３８】
　フレーム材４１～４３のうち、屋内窓部２２の上方に設けられた上方フレーム材４２は
、壁幅方向に沿って延びている横フレーム材であり、サッシ枠３１の上枠部３１ｂに沿っ
て延びている。また、屋内窓部２２の下方に設けられた下方フレーム材４３は、上方フレ
ーム材４２と同じく横フレーム材であり、サッシ枠３１の下枠部３１ｃに沿って延びてい
る。
【００３９】
　ちなみに、壁下地３５は、壁高さ方向に沿って延びている縦フレーム材と、壁幅方向に
沿って延びている横フレーム材とをそれぞれ複数有しており、各縦フレーム材は所定間隔
で横並びに配置され、各横フレーム材は所定間隔で縦並びに配置されている。壁下地３５
においては、複数の縦フレーム材のうち、屋内窓部２２の両側方において最もサッシ枠３
１に近い位置の縦フレーム材がそれぞれ側方フレーム材４１とされている。また、複数の
横フレーム材のうち、屋内窓部２２の上方において最下段の横フレーム材が上方フレーム
材４２とされ、屋内窓部２２の下方において最上段の横フレーム材が下方フレーム材４３
とされている。
【００４０】
　二階天井部２３は、石膏ボード等の天井面材４５と、天井面材４５が下方から取り付け
られている野縁４６とを有している。野縁４６は、天井面材４５を上方から支持する天井
下地材であり、天井大梁等の建物躯体に対して固定されている。上方フレーム材４２は、
上方フレーム材４２の高さ位置を調整するためのスペーサ部材４７を挟んで天井面材４５
の下側に配置されており、ビス等により野縁４６に対して固定されている。スペーサ部材
４７は合板等により形成されている。
【００４１】
　壁面材３６，３７は、石膏ボード等により形成されており、壁下地３５に対してビス等
により固定されている。壁面材３６，３７のうち、第１壁面材３６は吹抜空間１７側に配
置されており、第２壁面材３７は二階居室１４側に配置されている。
【００４２】
　サッシ枠３１の枠部３１ａ～３１ｃは、サッシ戸３３の外周面に対向している対向部５
１と、サッシ枠３１の内周側から第１壁面材３６の端部に引っ掛けられている第１引掛部
５２と、サッシ枠３１の内周側から窓枠３２に引っ掛けられている第２引掛部５３とを有
している。
【００４３】
　サッシ枠３１の上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃにおいては、対向部５１からサッシ枠３
１の内周側に向けて延出部５４，５５が延びており、それら延出部５４，５５から引掛部
５２，５３が壁厚み方向に向けて延びている。
【００４４】
　延出部５４，５５のうち、第１延出部５４は、対向部５１における第１壁面材３６側の
端部から延びており、第１壁面材３６の端面よりもサッシ枠３１の内周側に突出している
。第１引掛部５２は、第１延出部５４における第１壁面材３６よりも突出した部分から、
第２壁面材３７とは反対側（吹抜空間１７側）に向けて延びている。第１引掛部５２は、
第１壁面材３６よりも吹抜空間１７側に突出しており、第１壁面材３６の端面をサッシ枠
３１の内周側から覆い隠した状態になっている。第１引掛部５２の自由端（吹抜空間１７
側の端部）には、サッシ枠３１の外周側に向けて延びるリップ５７が設けられている。リ
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ップ５７は、壁厚み方向において第１壁面材３６の端部に重なっており、その端部を吹抜
空間１７側から覆い隠した状態になっている。
【００４５】
　延出部５４，５５のうち、第２延出部５５は、対向部５１における第２壁面材３７側の
端部から延びており、窓枠３２よりもサッシ枠３１の内周側に突出している。第２引掛部
５３は、第２延出部５５における窓枠３２よりも突出した部分から、第１壁面材３６とは
反対側（二階居室１４側）に向けて延びている。第２延出部５５から第２引掛部５３が延
びている寸法は、窓枠３２の厚み寸法よりも小さくされており、第２引掛部５３は、壁厚
み方向において窓枠３２の一部に引っ掛かった状態になっている。
【００４６】
　なお、縦枠部３１ａは、第１延出部５４を有していないが、第２延出部５５を有してい
る。つまり、縦枠部３１ａにおいては、第１引掛部５２が対向部５１から直接延びている
一方で、第２引掛部５３が第２延出部５５から延びている。
【００４７】
　また、上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃにおいては、第１延出部５４及び第２延出部５５
が、いずれも壁厚み方向においてサッシ戸３３と重なっている（オーバーラップしている
）。延出部５４，５５の延出方向において、オーバーラップ部分の長さ寸法は、第２延出
部５５の方が第１延出部５４よりも長くなっており、第２延出部５５は上下方向において
サッシ戸３３の戸枠３３ａのほぼ全体と重なっている。
【００４８】
　サッシ枠３１は、サッシ戸３３の移動方向を案内するレール部５８ａ，５８ｂを有して
おり、レール部５８ａ，５８ｂは壁幅方向に沿って延びている。レール部５８ａ，５８ｂ
のうち、サッシ戸３３の上端部に引っ掛かった状態になっている上側レール部５８ａは、
上枠部３１ｂに含まれており、サッシ戸３３の下端部に引っ掛かった状態になっている下
側レール部５８ｂは、下枠部３１ｃに含まれている。上側レール部５８ａは、上枠部３１
ｂの対向部５１から下方に向けて延びており、サッシ戸３３においては、上側レール部５
８ａが上方から入り込んでいる上側受け部５９ａが、戸枠３３ａの上端面に設けられてい
る。下側レール部５８ｂは、下枠部３１ｃの第２延出部５５から第１延出部５４側に向け
て延びており、サッシ戸３３においては、下側レール部５８ｂが側方から入り込んでいる
下側受け部５９ｂが、戸枠３３ａの下端部側面に設けられている。
【００４９】
　上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃにおいては、対向部５１及び延出部５４，５５が、サッ
シ枠３１の内周側から一対の壁面材３６，３７の間に入り込んでおり、サッシ本体に相当
する。この場合、上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃにおいては、サッシ本体がレール部５８
ａ，５８ｂを有していることになる。
【００５０】
　サッシ枠３１は、フレーム材４１～４３に対してビス等により固定されている。具体的
には、サッシ枠３１の縦枠部３１ａは、その外側面（サッシ枠３１の外周側面）が側方フ
レーム材４１の側面に重ねられた状態で、サッシ枠３１の内周側から縦枠部３１ａを貫通
して側方フレーム材４１に打ち込まれたビス等により側方フレーム材４１に固定されてい
る。下枠部３１ｃは、その下面が下方フレーム材４３の上面に重ねられた状態で、下枠部
３１ｃを上方から貫通して下方フレーム材４３に打ち込まれたビス等により下方フレーム
材４３に固定されている。
【００５１】
　上枠部３１ｂは、サッシ枠３１の高さ位置を調整するためのスペーサ部材６１を挟んで
上方フレーム材４２の下側に配置されており、上枠部３１ｂ及びスペーサ部材６１を下方
から貫通して上方フレーム材４２に打ち込まれたビス等により上方フレーム材４２に固定
されている。
【００５２】
　窓枠３２の枠部３２ａ～３２ｃは、第２壁面材３７の端面に沿って延びている枠部本体
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６５と、窓枠３２の内周側からサッシ枠３１と第２壁面材３７との間に入り込んでいる入
り込み部６６とを有している。枠部３２ａ～３２ｃのそれぞれにおいて、枠部本体６５及
び入り込み部６６は、枠部３２ａ～３２ｃの長手方向に沿って延びており、枠部３２ａ～
３２ｃの長さ寸法とほぼ同じ長さ寸法を有している。枠部本体６５と入り込み部６６とは
互いに直交しており、枠部本体６５は間仕切壁部２１の壁面に対して直交する方向に延び
、入り込み部６６は壁面に平行に延びている。この場合、枠部３２ａ～３２ｃは、断面Ｌ
字状になっている。
【００５３】
　枠部本体６５は、壁厚み方向において第２壁面材３７の二階居室１４側及び吹抜空間１
７側の両方に突出しており、第２壁面材３７の端面を覆い隠した状態になっている。入り
込み部６６は、第２壁面材３７よりも第１壁面材３６側において、枠部本体６５から窓枠
３２の外周側に向けて第２壁面材３７の裏面に沿って延びている。入り込み部６６は、サ
ッシ枠３１の第２延出部５５と第２壁面材３７との間に挟まった状態になっている。この
場合、壁厚み方向において、入り込み部６６の厚み寸法は、第２延出部５５と第２壁面材
３７との離間距離と同じになっている。入り込み部６６においては、第２壁面材３７側の
側面が第２壁面材３７の裏面に重ねられており、第１壁面材３６側の側面が第２延出部５
５の外側面に重ねられている。この場合、入り込み部６６は、第２壁面材３７の裏面に重
なっている重ね面を有していることになる。
【００５４】
　枠部本体６５からの入り込み部６６の延出方向において、枠部本体６５の厚み寸法は、
入り込み部６６の延出寸法Ｌ１よりも小さくなっている。ここで、枠部３２ａ～３２ｃに
おいては、それぞれの強度が枠部本体６５及び入り込み部６６の断面積により確保されて
いるため、枠部本体６５の厚み寸法を小さくすることで、二階居室１４から屋内窓部２２
を見た場合に窓枠３２が目立ちにくくしても、枠部３２ａ～３２ｃの強度が低下するとい
うことを抑制できる。
【００５５】
　また、入り込み部６６の延出方向において、入り込み部６６の延出寸法Ｌ１と、第２壁
面材３７の端面からフレーム材４１～４３間での離間距離Ｌ２との関係は、縦枠部３２ａ
と上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃとで異なっている。縦枠部３２ａについては、入り込み
部６６の延出寸法Ｌ１が、第２壁面材３７の端面と側方フレーム材４１との離間距離Ｌ２
と同じ大きさになっており（Ｌ１＝Ｌ２）、入り込み部６６の先端面が側方フレーム材４
１の側面に重なっている。縦枠部３２ａは、その入り込み部６６と側方フレーム材４１と
の境界部を跨ぐようにステープル等の跨ぎ固定具が打ち込まれていることで、側方フレー
ム材４１に固定されている。なお、入り込み部６６の側端面と側方フレーム材４１の側面
とは接着剤で接合されている。
【００５６】
　なお、壁厚み方向において、側方フレーム材４１の厚み寸法は、一対の壁面材３６，３
７の離間距離と同じ大きさになっており、それら壁面材３６，３７は、各裏面が側方フレ
ーム材４１の側面にそれぞれ重ねられた状態で側方フレーム材４１に固定されている。
【００５７】
　上枠部３２ｂについては、入り込み部６６の延出寸法Ｌ１が、第２壁面材３７と上方フ
レーム材４２との離間距離Ｌ２よりも小さくなっており（Ｌ１＜Ｌ２）、入り込み部６６
は上方フレーム材４２から下方に離間している。また、下枠部３２ｃについては、入り込
み部６６の延出寸法Ｌ１が、第２壁面材３７と下方フレーム材４３との離間距離Ｌ２より
も小さくなっており（Ｌ１＜Ｌ２）、入り込み部６６は下方フレーム材４３から上方に離
間している。
【００５８】
　これに対して、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃについては、サッシ枠３１と第２壁面材
３７との間に下地面材６８，６９が設けられており、それら下地面材６８，６９を介して
それぞれの入り込み部６６が上方フレーム材４２及び下方フレーム材４３に固定されてい
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る。下地面材６８，６９は、合板等により形成された横長板材であり、壁下地３５に含ま
れている。下地面材６８は、壁厚み方向において上方フレーム材４２に重なる位置に配置
されており、ビス等により上方フレーム材４２に固定されている。下地面材６９は、壁厚
み方向において下方フレーム材４３に重なる位置に配置されており、ビス等により下方フ
レーム材４３に固定されている。
【００５９】
　下地面材６８，６９の厚み寸法は、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃの各入り込み部６６
の厚み寸法と同じ大きさになっている。また、上方フレーム材４２と下地面材６８との厚
み寸法の合計、及び下方フレーム材４３と下地面材６９との厚み寸法の合計は、一対の壁
面材３６，３７の離間距離と同じ大きさになっている。この場合、第１壁面材３６は、そ
の裏面がフレーム材４２，４３の側面に重ねられた状態でそれらフレーム材４２，４３に
固定されており、第２壁面材３７は、その裏面が下地面材６８，６９の各板面に重ねられ
た状態でそれら下地面材６８，６９に固定されている。
【００６０】
　上枠部３２ｂにおいては、その入り込み部６６の上端面が下地面材６８の下端面に重ね
られており、その状態で、入り込み部６６と下地面材６８との境界部を跨ぐように跨ぎ固
定具が打ち込まれていることで、上枠部３２ｂが下地面材６８に固定されている。この場
合、第２壁面材３７は、上枠部３２ｂの入り込み部６６と下地面材６８との境界部を上下
に跨いだ状態で、入り込み部６６及び下地面材６８の両方に対してビス等により固定され
ている。これにより、上枠部３２ｂの上側において、第２壁面材３７の端部が固定されて
いない状態になることを回避できる。なお、入り込み部６６の上端面と下地面材６８の下
端面とは接着剤で接合されている。
【００６１】
　下枠部３２ｃにおいては、その入り込み部６６の下端面が下地面材６９の上端面に重ね
られており、その状態で入り込み部６６と下地面材６９との境界部を跨ぐように跨ぎ固定
具が打ち込まれていることで、下枠部３２ｃが下地面材６９に固定されている。この場合
、第２壁面材３７は、下枠部３２ｃの入り込み部６６と下地面材６９との境界部を上下に
跨いだ状態で、入り込み部６６及び下地面材６９の両方に対してビス等により固定されて
いる。これにより、下枠部３２ｃの下側において、第２壁面材３７の端部が固定されてい
ない状態になることを回避できる。なお、入り込み部６６の下端面と下地面材６９の上端
面とは接着剤で接合されている。
【００６２】
　図１（ｂ）の説明に戻り、窓枠３２においては、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃは一対
の縦枠部３２ａの間に配置されている。縦枠部３２ａは、その側面が上枠部３２ｂ及び下
枠部３２ｃの各端面に重ねられた状態で、ビス等により上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃに
固定されている。この場合、縦枠部３２ａが上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃに対して勝っ
た状態になっており、縦枠部３２ａが勝ち枠部に相当し、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃ
が負け枠部に相当する。
【００６３】
　縦枠部３２ａと下枠部３２ｃとの接合部分においては、縦枠部３２ａの側面に下枠部３
２ｃの端面が接合されている。ここで、縦枠部３２ａには、その枠部本体６５の下端部を
切り欠いた切り欠き部７１が形成されており、それによって、縦枠部３２ａの枠部本体６
５が下枠部３２ｃの枠部本体６５よりも下方に突出していない。この場合、切り欠き部７
１は、縦枠部３２ａの枠部本体６５において、下枠部３２ｃの枠部本体６５の下面と同じ
高さ位置から下方に向けて延びており、縦枠部３２ａの枠部本体６５の下端面は、下枠部
３２ｃの枠部本体６５の下面と同一平面になっている。
【００６４】
　その一方で、縦枠部３２ａの入り込み部６６には切り欠き部７１が形成されておらず、
縦枠部３２ａの入り込み部６６は、下枠部３２ｃの入り込み部６６の下端にまで達してい
る。この場合、縦枠部３２ａの枠部本体６５の下方においても、その縦枠部３２ａの入り
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込み部６６と下枠部３２ｃの入り込み部６６とが当接しているため、その当接部分を接着
剤やビス等により固定することで、縦枠部３２ａの枠部本体６５が下枠部３２ｃの枠部本
体６５よりも下方に突出していない構成であっても、縦枠部３２ａと下枠部３２ｃとの接
合強度が低下することを抑制できる。
【００６５】
　また、縦枠部３２ａと上枠部３２ｂとの接合部分は、縦枠部３２ａと下枠部３２ｃとの
接合部分と同じ構成になっている。具体的には、縦枠部３２ａには、その枠部本体６５の
上端部を切り欠いた切り欠き部が形成されており、それによって、縦枠部３２ａの枠部本
体６５が下枠部３２ｃの枠部本体６５よりも上方に突出していない。この場合、切り欠き
部は、縦枠部３２ａの枠部本体６５において、上枠部３２ｂの枠部本体６５の上面と同じ
高さ位置から上方に向けて延びており、縦枠部３２ａの枠部本体６５の上端面は、上枠部
３２ｂの枠部本体６５の上面と同一平面になっている。
【００６６】
　その一方で、縦枠部３２ａの入り込み部６６には切り欠き部が形成されておらず、縦枠
部３２ａの入り込み部６６は、上枠部３２ｂの入り込み部６６の上端にまで達している。
この場合、縦枠部３２ａの枠部本体６５の上方においても、その縦枠部３２ａの入り込み
部６６と上枠部３２ｂの入り込み部６６とが当接しているため、その当接部分を接着剤や
ビス等により固定することで、縦枠部３２ａの枠部本体６５が上枠部３２ｂの枠部本体６
５よりも上方に突出していない構成であっても、縦枠部３２ａと上枠部３２ｂとの接合強
度が低下することを抑制できる。
【００６７】
　以上詳述した本実施形態によれば、以下の優れた効果が得られる。
【００６８】
　窓枠３２においては、縦枠部３２ａ、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃの各入り込み部６
６が第２壁面材３７の裏面に重ねられているため、壁厚み方向における枠部３２ａ～３２
ｃの枠部本体６５の設置角度を、鉛直方向に延びている第２壁面材３７の裏面により設定
することができる。ここで、枠部３２ａ～３２ｃにおいては、枠部本体６５と入り込み部
６６とが直交しているため、枠部本体６５における窓枠３２の内周側の面を水平にするこ
とができる。つまり、枠部本体６５の仕上面が傾くということを抑制できる。また、この
場合、二階居室１４から屋内窓部２２を見た場合に窓枠３２が目立たないように、壁面が
延びる方向において枠部本体６５の厚み寸法を小さくしても、入り込み部６６により枠部
３２ａ～３２ｃの強度を確保することができる。以上により、屋内窓部２２に対して窓枠
３２を好適に設置することができる。
【００６９】
　上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃについて、サッシ枠３１と第２壁面材３７との間に下地
面材６８，６９が設けられているため、入り込み部６６とフレーム材４２，４３とが上下
方向において離間していても、入り込み部６６を下地面材６８，６９を介してフレーム材
４２，４３に固定することができる。したがって、サッシ枠３１が第２延出部５５を有し
ていることで、上下方向において入り込み部６６とフレーム材４２，４３との離間距離が
大きくなっている場合に、入り込み部６６の入り込み寸法を大きくしなくても、その入り
込み部６６を下地面材６８，６９を介してとフレーム材４２，４３に固定することができ
る。
【００７０】
　特に、サッシ枠３１の上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃは、壁厚み方向においてサッシ戸
３３に重なるオーバーラップ部分の領域が大きく、上下方向において入り込み部６６とフ
レーム材４２，４３との離間距離が大きくなっているため、それら入り込み部６６とフレ
ーム４２，４３との間に下地面材６８，６９が設けられていることは効果的である。
【００７１】
　入り込み部６６が下地面材６８，６９に固定されているため、入り込み部６６を第２壁
面材３７の下地として利用することができる。このため、第２壁面材３７については、壁
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厚み方向に下地面材６８，６９に重なっていない部分でも、入り込み部６６に重なった状
態でその入り込み部６６に固定された部分は、壁下地３５に固定されていることになる。
【００７２】
　サッシ枠３１の上枠部３１ｂ及び下枠部３１ｃと、下地面材６８，６９とは、フレーム
材４２，４３にそれぞれ固定されていることで、そのフレーム材４２，４３を介して連結
されているため、下地面材６８，６９がサッシ枠３１に対して位置ずれするということを
回避できる。ここで、下地面材６８，６９は窓枠３２の上枠部３２ｂ，下枠部３２ｃに固
定されているため、それら枠部３２ｂ，３２ｃがサッシ枠３１に直接固定されていなくて
も、それら枠部３２ｂ，３２ｃがサッシ枠３１に対して位置ずれするということを回避で
きる。
【００７３】
　下地面材６８，６９がフレーム材４２，４３に対して壁厚み方向に重ねられているため
、下地面材６８，６９をフレーム材４２，４３に固定する作業を、ビス等を用いて二階居
室１４側から容易に行うことができる。しかも、下地面材６８，６９とフレーム材４２，
４３とが上下に並んでいる構成に比べて、それら下地面材６８，６９とフレーム材４２，
４３との当接面積が大きくなるため、下地面材６８，６９をフレーム材４２，４３に対し
て強固に固定することができる。
【００７４】
　窓枠３２の縦枠部３２ａと上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃとの接合部分においては、入
り込み部６６同士が接合されているとともに、枠部本体６５同士が接続されているため、
縦枠部３２ａと上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃとの接合強度を高めることができる。この
ため、枠部本体６５の露出部分を極力薄くした構成であっても、窓枠３２の強度が低下す
ることを抑制できる。
【００７５】
　縦勝ちである窓枠３２において、縦枠部３２ａの枠部本体６５が下枠部３２ｃの枠部本
体６５よりも下方に突出しておらず、縦枠部３２ａの枠部本体６５が上枠部３２ｂの枠部
本体６５よりも上方に突出していないため、二階居室１４から見た場合の窓枠３２の意匠
性を高めることができる。
【００７６】
　窓枠３２の枠部本体６５には、サッシ枠３１の第２引掛部５３が窓枠３２の内周側から
引っ掛かっているため、壁厚み方向において第２引掛部５３と第２壁面材３７との間に対
して、窓枠３２の内周側からビス等を打ち込むことが困難になっている。このため、窓枠
３２の枠部３２ａ～３２ｃと壁下地３５との境界部を跨ぐように跨ぎ固定具を打ち込むこ
とで、枠部３２ａ～３２ｃを壁下地３５に固定することが好ましい。
【００７７】
　［他の実施形態］
　本発明は上記実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施されてもよい。
【００７８】
　（１）上記実施形態では、窓枠３２の上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃに関して、フレー
ム材４２，４３と第２壁面材３７との間に下地面材６８，６９が入り込んでいたが、下地
面材６８，６９は、フレーム材４２，４３と下地面材６８，６９との間に入り込んでいな
くてもよい。例えば、下地面材６８，６９とフレーム材４２，４３とが、枠部３２ｂ，３
２ｃの入り込み部６６の延出方向（上下方向）に沿って並べられた状態で、それら境界部
を跨ぐステープル等の跨ぎ固定具により連結された構成とする。
【００７９】
　また、窓枠３２の入り込み部６６が、フレーム材４１～４３と第２壁面材３７との間に
入り込んでいてもよい。この場合、壁厚み方向において、フレーム材４１～４３と入り込
み部６６と第２壁面材３７とが重なった状態になるため、フレーム材４１～４３に対して
入り込み部６６及び第２壁面材３７をビス等により容易に固定することができる。
【００８０】
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　（２）上記実施形態では、窓枠３２の上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃは、下地面材６８
，６９を介してフレーム材４２，４３に固定されていたが、縦枠部３２ａと同様に、フレ
ーム材４２，４３に直接固定されていてもよい。この場合、上枠部３２ｂ及び下枠部３２
ｃにおいて、入り込み部６６の延出寸法Ｌ１が、第２壁面材３７の端面からフレーム材４
２，４３までの離間距離Ｌ２と同じ大きさになっていることが好ましい。この場合でも、
第２壁面材３７が入り込み部６６にビス固定されていることで、第２壁面材３７における
窓枠３２寄りの部分を適正な状態で固定することができる。
【００８１】
　（３）上記実施形態では、下地面材６８，６９が窓枠３２の側方には設けられていなか
ったが、下地面材は、窓枠３２の側方に設けられていてもよい。この場合、縦枠部３２ａ
の入り込み部６６を下地面材を介して側方フレーム材４１に固定することが可能になる。
【００８２】
　（４）上記実施形態では、窓枠３２において縦枠部と横枠部とでは縦勝ちの構成になっ
ていたが、横勝ちの構成になっていてもよい。具体的には、上枠部３２ｂと下枠部３２ｃ
との間に縦枠部３２ａが設けられ、その縦枠部３２ａの上端面が上枠部３２ｂの下面に重
ねられ、縦枠部３２ａの下端面が下枠部３２ｃの上面に接続された構成とする。この構成
では、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃといった横枠部の枠部本体６５が、縦枠部３２ａの
枠部本体６５よりも外側に突出しないように、横枠部に切り欠き部が形成されていること
が好ましい。また、横枠部の入り込み部６６の端面が縦枠部３２ａの入り込み部６６の側
面に接続されていることが好ましい。
【００８３】
　また、窓枠３２において縦枠部と横枠部との接合方式は、それぞれの端面同士が接合さ
れた留め方式であってもよい。例えば、縦枠部と横枠部との接合部分においては、それぞ
れの枠部本体６５の端面同士が接合されているとともに、それぞれの入り込み部６６の端
面同士が接合されている構成とする。
【００８４】
　（５）上記実施形態では、窓枠３２の縦枠部３２ａ、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃが
それぞれ入り込み部６６を有していたが、下枠部３２ｃだけが入り込み部６６を有してい
てもよい。
【００８５】
　（６）間仕切壁部２１においては、吹抜空間１７側に窓枠３２が配置され、二階居室１
４側にサッシ枠３１が配置されていてもよい。また、サッシ枠３１を挟んで、吹抜空間１
７側及び二階居室１４側の両方に窓枠３２がそれぞれ設けられていてもよい。
【００８６】
　（７）間仕切壁部２１が区画する吹抜空間１７は、一階部分１１と二階部分１２とでは
なくても、上下に隣り合う上階部と下階部とに跨っていればよい。また、間仕切壁部２１
は、吹抜空間１７と二階居室１４とを仕切るのではなく、同一階の居住空間同士を仕切っ
ていてもよい。
【００８７】
　（８）上記実施形態では、壁部が間仕切壁部２１とされていたが、壁部は外壁部とされ
ていてもよい。例えば、外壁部が内壁パネルと外壁パネルとを有し、内壁パネルが内壁面
材と内壁下地とを有し、外壁パネルが外壁面材と外壁下地とを有し、窓枠３２が内壁下地
に固定され、サッシ枠３１が外壁下地に固定され、外壁部に壁開口部としての屋外窓部が
設けられた構成とする。この構成では、外壁面材が第１壁面材に相当し、内壁面材が第２
壁面材に相当しており、窓枠３２の入り込み部６６は、サッシ枠３１と内壁面材との間に
入り込んでいることになる。この場合でも、窓枠３２の入り込み部６６が内壁面材の裏面
に重ねられていることで、縦枠部３２ａ、上枠部３２ｂ及び下枠部３２ｃが壁厚み方向に
おいて傾くことを抑制できる。
【００８８】
　（９）壁開口部としての屋内窓部２２は、床面から上方に向けて延びている掃き出し窓
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であってもよい。つまり、壁開口部は出入口であってもよい。
【符号の説明】
【００８９】
　１０…建物、１１…下階部としての一階部分、１２…上階部としての二階部分、１４…
上階部の居住空間としての二階居室、１７…吹抜空間、２１…壁部としての間仕切壁部、
２２…壁開口部としての屋内窓部、３１…サッシ枠、３２…開口枠としての窓枠、３２ａ
…枠形成部及び勝ち枠部としての縦枠部、３２ｂ…横枠部、枠形成部及び負け枠部として
の上枠部、３２ｃ…横枠部、枠形成部及び負け枠部としての下枠部、３３…サッシ戸、３
５…壁下地、３６…壁面材としての第１壁面材、３７…壁面材としての第２壁面材、４１
…フレーム材及び開口沿いフレーム材としての側方フレーム材、４２…フレーム材及び開
口沿いフレーム材としての上方フレーム材、４３…フレーム材及び開口沿いフレーム材と
しての下方フレーム材、５１…サッシ本体を構成する対向部、５２…第１引掛部、５３…
第２引掛部、５５…サッシ本体を構成する延出部としての第２延出部、６５…枠部本体、
６６…入り込み部、６８…下地面材、６９…下地面材、７１…切り欠き。

【図１】 【図２】
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